
単位数 年次・コース 選択群 教科書・出版社名 副教材・出版社名

商業 財務会計Ⅰ 5 ２年 選択Ｌ 財務会計Ⅰ（実教出版）
最新段階式　全商簿記実
務検定２級、１級会計

（実教出版）

教科名
科目名

学習目標

評価の観点
評価規準

評価の方法

・損益計算と財務諸表の作成
・連結財務諸表の作成
学年末考査

１学期

２学期

３学期

財務会計について実務に即して体系的に理解することにより、関連する技術を身に付ける。また、企業会
計に関する法規と基準及び会計処理を理解し、会計的側面から企業を分析する力を養う。

「知識・技能」
企業会計に関する法規や基準を理解している。また、適切な会計処理を行うことができる。

「思考力・判断力・表現力等」
企業会計に関する法規と基準を適切に適用し、適切に会計処理を行う、必要な財務諸表を作成すること
ができる。

「主体的に学習に取り組む態度」
企業会計に関心を持ち、自ら進んで学習できた。また、より深く知識・技能を得ようと、問題演習等に積極
的に取り組んだ。

備考
・履修条件
・注意事項
          等

学期

「知識・技能」
企業会計に関する法規や基準を理解している。また、適切な会計処理を行うことができた。主に、法規や
基準に関する問題、仕訳・転記で評価。

「思考力・判断力・表現力等」
財界系の知識を用いて、各財務諸表の作成などの会計処理を行うことができた。主に、主要簿（貸借対
照表や損益計算書など）と補助簿で評価。

「主体的に学習に取り組む態度」
積極的に学習する姿勢や自主的に深く学ぼうとする態度で評価。主に、問題演習や課題などで評価。

・全国商業高等学校協会主催簿記実務検定２級の合格を目指す（６月）
・全国商業高等学校協会主催簿記実務検定１級（会計）の合格を目指す（１月）
・日本商工会議所主催簿記検定２級の合格を目指す（２月）

学習計画および内容

・特殊仕訳帳の記帳
・費用、収益の見越しと繰り延べ
・株式会社の決算
中間考査

・企業会計原則の理解
・「資産」に関する会計処理
期末考査

・「資産」に関する会計処理
・「負債」に関する会計処理
中間考査

・「負債」に関する会計処理
・「純資産」に関する会計処理
期末考査


